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研究概要 ウェルシュ菌の病原性発現誘導に関与する宿主側因⼦の解析では、ヒト⾎清をウェルシュ菌に加えると、病原因⼦であるシアリダーゼを含む多数の遺伝⼦の発現が変化す
ることがマイクロアレイ解析により明らかになり、またこの⾎清中の誘導因⼦は分⼦量10万以上でタンパク性のものと推測された。現在、⾎清を分画して誘導因⼦の同定
を試みている。さらに、すでに作製した28の⼆成分制御系遺伝⼦破壊株すべてに対して⾎清による刺激を⾏ったところ、4種の⼆成分制御系⽋損においてシアリダーゼ遺
伝⼦発現の誘導が減弱していたことから、これらの⼆成分制御系が⾎清中の誘導因⼦を感知するものと思われ、現在さらに詳しく解析を進めている。 
さらに、今までに様々な条件下にて⾏ったDNAマイクロアレイ実験のデータを情報解析し、常に同じ発現変化のパターンを⽰す遺伝⼦群(オペロンなど)を抽出したとこ
ろ、常に同じ発現パターンを⽰す遺伝⼦群(レギュロン)が同定された。このうち転写調節RMAであるvirXによって様々な遺伝⼦群が調節されていることが⽰唆された。こ
れら遺伝⼦群の発現に対するvirXの影響をノザン解析により調べたところ、シアリダーゼ、ヒアルロニダーゼ、プラスミド上の遺伝⼦群、さらに芽胞(胞⼦)形成に関与す
る遺伝⼦群の発現をvirXが転写レベルで強く抑制していることが明らかになり、virXがよりグローバルにさまざまな遺伝⼦の発現を負に調節し、芽胞形成制御にも関与し
ていることが⽰唆された。今後、ウェルシュ菌の芽胞形成とvirXとの関係について精⼒的に解析を進めていく予定である。
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